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１ 要求水準書の意義 

本要求水準書は、公募型プロポーザル事業「津田公園複合遊具等更新設計・施工業務」の参

加事業者に求める提案の前提条件とする要求水準を示すものである。 

公募型プロポーザル参加者は、本要求水準書に明記されている事項（以下「要求水準」とい

う。）を満たしたうえで、本件事業に関する提案を行うことができる。 

また、本公募型プロポーザル事業の受注者は、本件事業の事業期間にわたって要求水準を遵

守しなければならい。 

 

２ 業務内容 

⑴ 複合遊具等の実施設計（詳細図面の作成） 

⑵ 複合遊具等の設置工事（基礎及び真砂土舗装含む） 

※総工事価格の範囲内で追加して実施可能な提案があれば積極的な追加提案を求める。 

 

３ 要求水準 

⑴ 目的物に関する事項 

ア 設置箇所：姫路市飾磨区今在家北一丁目地内 

津田公園内（別添の「資料２ 計画平面図」を参考にすること） 

イ 設置施設 

複合遊具 １基 

ウ 設計指針 

(ｱ) 津田公園において、地域住民をはじめ市民に広く親しまれるものとすること。 

子どもの冒険心を育み、独創性があるものとすること。 

 (ｲ) 設置施設に関する要件は下記のとおりとする。 

複合遊具 

 

・対象年齢は６～１２歳とする。 

・複合遊具ゾーン（37.0ｍ×30.0ｍ）内で安全領域を確保するこ

と。 

・遊び要素のうち、滑走系、滑降系及び登はん運動系は必須とする

こと。 

・複合遊具は、単体遊具を組み合わせた製品ではなく、全てが一体

化されたものとし、４種以上の各々で異なる遊び要素が含まれて

いること。ただし、滑走系遊具については、複合遊具と分離設置

を可とする。なお、分離設置した場合の複合遊具の遊び要素は３

種以上とする。 

・踊り場の落下高さは、２．３ｍ以下とする。 

(ｳ) 遊具の分かりやすい位置に対象年齢を示すシールを貼付すること。 

(ｴ) 材質は、腐食しにくく、耐久性に優れたライフサイクルコストを考慮したものとす

る。 

(ｵ) 維持管理業務がしやすいよう、部材の交換・修繕が容易な構造であること。また、

交換部品の調達の容易性を考慮すること。 



 

 

 

(ｶ) 「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」（令和６年６月国土交通省）及

び「遊具の安全に関する規準（JPFA-SP-S：2024）」（２０２４年４月一般社団法人

日本公園施設業協会）に準拠すること。 

(ｷ) 各遊具の遊び方、対象年齢、注意事項などを記載した案内板を適切に配置し、安全

性を考慮すること。  

(ｸ) 実施設計では現況地盤の高さを変更しない設計とすること。 

⑵ 施工に関する事項 

施工計画が適正であること。 

⑶ 提案上限額 

１８，１８１,０００円以内（消費税及び地方消費税相当額を除く。） 

 

４ 技術提案を求める範囲 

⑴ 遊具のテーマやコンセプト 

⑵ 遊具のバリエーション 

 ⑶ 安全に対する配慮 

⑷ 維持管理 

⑸ 施工計画 

⑹ 事業費 

※上記の項目について評価するため、以下の資料を求める。 

・事業費に係る提案書（様式１－２） 

・提案書①～⑤（様式２－１～２－５） 

・提案目的物の概要図、構造図※、配置計画図、その他技術提案の説明に必要な資料 

※ 踊り場の落下高さを明示すること（様式３） 

 

５ 施工条件 

⑴ 履行期限 

令和７年（2025年）２月２８日限りとする。 

⑵ 受注者は、契約後４週間以内に遊具設置の実施設計を完了させ、その内容について発注者

の確認を得たうえで制作・施工にとりかかること。 

⑶ 受注者は、本業務について、「姫路市土木工事共通仕様書（令和２年４月版）」その他関

連法令に基づき履行すること。 

⑷ 施工時間帯は、９時～１７時（発注者が認める場合はこの限りでない。） 

⑸ 工事着手後は、作業範囲に工事関係者以外の立入りがないよう進入防止柵・単管バリケー

ド等を設置すること。公園利用者、周辺道路の利用者等に対する安全を第一とし、工事車両

の出入りがある際は、交通誘導員を配置すること。 

⑹ 公園敷地内における工事車両経路の範囲で構造物等に破傷を与えないよう養生を行うこと。 

 

６ 参考資料 

⑴ 資料１ 位置図 

⑵ 資料２ 計画平面図 


